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天　界　新　知　識
　　　　　　　　　　　　　二つの珍星昌ウス
　去る三月20日ベルギ1國ユクル天文墓のDelporte氏は小遊星の爲眞観測中，不思
議な一天髄を登幽し，諸方へ電報を飛ばして共同親測することになったが，同月27日
に至り，米國・’1v“　1ド天丈塁のWhil）ple及びJohnson丁目は此の星が既知の小遊
星（115）Thyraであることを謹明した・
　叉，三月24日濁國のLause　fkは二二の観測中，双子座の一番星と西旭の有名な星團
との中間に光度10等級ばかりの彗星状の天下を螢見したので，諸方へ電報した・翌日
ユクル天丈塁De1P・rte氏は此の天膿の位置を下の如く決定した：
　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　ロ　　　　寛月25日20時48・6分　　ct＝・60458・7　δ＝十25。50／10”　　光度101n
一時此の星は上記のノ1・遊星（115）Thyraでないかと疑ふ人もあったが，途に三月末lg
至b，登見者ラウゼ氏が詳細研究の結果，馨れはh375と言ふ星野であることを知っ
た・
　　　　　　　　　　　　　絶封温度0度へ近づく！！
　オランダ國ライデン大學物埋學部では，　さきにII・1〈amerlingh　Onnes博士が永い
間，低温度に於ける物の性質を研究するため，苦心の結果・途に20K即ち一271。C
といふ鮎まで達したことがあるが，Onnes氏の後鰻者であるW・J・de］．【aas博士は最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo近更に進んで，いよいよ・．K即ち一273’」2．　Cのゴvv　epち僅々5000といふ低温
に達したといふ・
　　　　　　　　　　　アベラシオン恒敏と星の色との關係
　星の経緯度を測ってアベラシオン恒薮を算出する場合に，測る星のスペクトル型に
よる影響がある筈だとW・ISecker．氏が籔年前に・緊張した・〔AN　5708＆5796〕此の
Beckcr効果を實謹するtこめTartu天文塁・♪・N・Kippcr氏はH：sからHηまでの水
素線について計算し，今日用ゐられるペツブル天文寓眞器では0！ノ5位の影響がアベ
ラシオン恒数に現はれる得ると．螢表した・〔・、N　6088〕
　　　　　　　　　　　　　上昇のレコ1ド
地球をつsむ大氣の高さは（1）薄明の現象の研究から凡そ60キロと知られ，」又（2）
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流星の観測からは300キ・位まで知られてみるが，（3）極光の槻測によると善通は500
キロ位まで，稀には80Dキロまで何等かのガスがあることが知られてみる・
　人の乗らない氣球を飛ばして，其れに種々の自記器械を載せて研究じた記錐として
近年までは30キPといふレコ1ドがあったが，最近去る三月下旬，ロシヤのモスコー
で行はれた忠順により此の種の面面のレコードとして39・58キロ（129850UN・・24・6哩；
約10里）といふ高さが獲られた・
　人が乗った氣球としての高さのレ＝1ドは，やはb1934年一月にロシヤの三人の學
者が作ったもので，22キ・．（72178眠）といふ高さであるが，此の三人の學者は下降の
時，事故を起して，墜落して死んだ・
　　　　　　　　　　　　　新しい小遊星の命名
R．1．1161號によれば，最涯1下の如き名が瓢しいノ1・遊星に附せられすこ・
　小　遊　星
（1287）　1933　QL
（1058）　1925　MA
（1313）　1933QG
（1207）　　193工　VT
新　名
“　LvTeia　”
L‘　Grtibba　”
“　llerna　”
‘‘　（）stenia　”
　命　名　者
Th．　Banach三eWic乙
G．　Schajn
S．　“／lauclerli
I〈．　Reinmuth
　　　　　　　　　　　　　　一つの微光新星
　オランダ國ライデン大南天丈毫の」・G・Fcrw『rda氏1よ最近フランクリ・ン・アダムス
　　　　　　　　　　ね　　　　　お星岡を槍臼田，赤経184018・3赤緯一25。30！2（分黒占1875年）の位置に一つの新星を
襲見した．全部で350枚の寓眞板が槍査されたが，此の星はJ・D・2426569（1931年八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の月15，日）以前の寓眞には現はれてるない・其の翌16日には突如として13・1の光度を放
ち，其の日のうちに極大12．9等級となったが，同17日以後は減光し，同19日’まで倫ほ
減衰申のレ．コ1ドが撮られてある・2年後の工933年十月21日及び其れ以後の窟眞には
全く其の光りが浩えてみる・〔BAN　269〕
　　　　　　　　　　　　　タジ騙ウ天亥蔓回報登刊
　ソ國中央アジヤのStalinabad市にあるTadjik天仁墓は昨工934年十二月7日にCircular
の第1號を資遷した・活版2頁のもので，第1號も第2號も共に攣星の観測ばかりを
浦面してみる・全部成丈である・此の天交嚢はW・P・Zessewitsch、氏を毫長とし，
S．Seliwanσw，　N．　GLIIjcw，　V．　Dombrovskア，　G．　Lange等をメムバiとしてみる・
　　　　　　　　　　　　白鳥座P星のスペクトル研究
　白鳥座P星は今から三百鯨年前，師ち西暦16⑪O年に饗見された有名な新星である
が，今日爾ほ其の光度は5等級であるから，比較的研究が容易である・今までに此の
星のスペクトルを研究したのは下の人々である：
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　1）E・C・Pickering〔Nat・34，439（1886）〕輝線を登見した・
　2）　」．　E．　1〈eeler　CA．　＆　Ap．　12，　361　（1893））．
　3）　Maury　（H．　A．　Lt8，　lel　（1897）；76，　31　（1916））．
　4）　Vogel　＆　Wilsing　［Potsdam　Publ．　12，　13　（1899））．，
　5）A・BeloP・！sky〔Ap・J・10，319（1899）〕窒素を二見，叉或る線の攣位を蟹見・
　6）E・13・Frost〔Ap・J’35，286（1912）〕覗線速度の測定・
　7）P・W・Merril正〔L・O・B・6，156（1911）；8，24（1913）〕観線速度の測定・
　8）R．H・Curtiss〔P・A・22，133（1914）〕同上，
i｝ll隅隅灘撫（膿＿／ll騨
　工2）C．S．　Beals〔Victoria　Pαbl・6，95（1934）〕Zanstraの方法を用みて11及He線
　　　より．中核星の温度200000。Kを得・
　13）　C．　T．　Elvey　［Ap．　J．　68，　416　（19，　28））．
　14）　W．　J．　X・Villiams　CPub．　A．　．N．　S．　（1930）　377Jl．
爾ほ此等について総括的な函丈集はMerrlI1＆Burwell爾氏の丈〔AP・∫・78，87（1933）；
Star　338〕がある・最近，
　15）0．Struve氏〔AP・J・81，66（1935）〕は一暦詳細なスペクトル研究をした・
此のSt「uvc氏の結論によれば：
　この白鳥座P星の申核は膚効温度20000。Kで，我が太陽系から約1000パ1セク
（3000光年）の距離にある・この遠距離のため，スペクトル申の空間線Kは非常に強
い．空間の撰澤的吸順光のため色温度は略6000。Kとなってみる・兎座17番に見るや
うな定常蓮出層からの線スペクトルは無い．スペクトルの登光線も三盛線も共に膨脹
しつsある星霧殼から出で，此の殼は水素線に封して秒速200キロ叉silrやN皿線
に面して秒速50キロの加速度を有す・同一元素に付いては弱線（吸牧）は三所より出
で，叉同強度の線については電離ポテンシャルの高い方の線が深所より出る・三光の
機構は熱によらす，面忘光の異例がある．しかし此の星の稀薄常藪dilution　cunstant
は他の新星や遊星形星霧より遙かに小さい・
　　　　　　　　　　　　　　断口の新分類法
　イタリや國ボロニや市の私立天交塁経管者であ．り，断惑の冶名な観測者であるロレ
タEppe　］Loreta氏は，最近，下の如き新分類法を一般の攣星に探規することを提案し
た・〔AN　6078〕
　L突攣的攣i星（UGem型及び新星の類）
　2・セブエ座δ型（逆アルゴル式及びセフエ座δ式）
　3・ミラ型の攣星
　4・牛規則的の攣星（RV　Tau，　AF　Cyg，　W　Cyg，　U．　Cep，　UU　Her，　Z　UMa，　Y．　Tau，
　　　VHya等）
　5：’冠座R星型
　6・青汁星（アルゴル型と琴座β星型とに二分す）
